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令和８年度当初予算のポイント
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令和８年度一般会計当初予算の姿

“スマイルシティ都城・新たなステージ発展予算”

◎一般会計当初予算額 １０６２．６億円（前年度比０．３％増）

◎予算編成のポイント

都城市総合計画

“南九州の拠点都市＝リーディングシティ”の確立！

“笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城”の実現！

市民の幸福と市の更なる発展！

❶ 人口戦略

❷ Ｄ(デジタル)Ｓ(スポーツ)ＰＲ(対外的ＰＲ)の更なる推進！

❸ ３つの宝を、より一層輝かす！

－ －1

新たなステージ発展に向けた未来への投資

❶ 重要施策の推進

❷ 市民サービスの更なる向上

❸ その他の特色ある事業

その他重点分野の推進
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対前年度増減率 Ｒ８-Ｒ７ 対前年度増減率

（歳　入） （億円） (%) （億円） （億円） (%)

市 税 209.1 5.9 215.7 6.6 3.2 固定資産税：３．３億円増

個人市民税：２．８億円増

地 方 交 付 税 167.8 4.1 170.4 2.6 1.6

市 債 70.8 66.6 59.3 ▲ 11.5 ▲ 16.2
緊急防災・減災事業債：▲１２．２億円

緊急自然災害防止対策事業債：▲９．９億円

公共施設等適正管理推進事業債：１０．９億円増

国 県 支 出 金 284.4 10.7 288.5 4.1 1.4
市町村学校給食費軽減交付金：５．３億円増

就学前教育・保育施設整備交付金：３．３億円増

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金：▲５．５億円

そ の 他 327.7 3.2 328.7 1.0 0.3
ふるさと応援基金繰入金：２０．０億円増

都城市プレミアム付スマイル商品券（第５弾）販売収入：▲８．４億円

減債基金繰入金：▲５．０億円

計 1059.8 8.6 1,062.6 2.8 0.3

（歳　出）

扶 助 費 310.1 18.0 310.9 0.8 0.3
障害者福祉サービス給付費：４．０億円増

施設型給付費（認定こども園）：３．５億円増

定額減税補足給付金不足額給付事業：▲５．０億円

人 件 費 142.7 3.3 150.6 7.9 5.5 一般職職員人件費（会計年度任用職員を除く）：７．２億円増

公 債 費 74.0 3.9 73.2 ▲ 0.8 ▲ 1.1 地方債元金償還金：▲２．７億円

地方債利子：１．９億円増

普 通 建 設 事 業 費 153.9 16.2 150.3 ▲ 3.6 ▲ 2.3
常備消防施設整備事業：▲１４．１億円

内水対策事業・排水ポンプ整備事業：▲９．９億円

小松原地区公民館建設事業：７．８億円増

そ の 他 379.1 2.1 377.6 ▲ 1.5 ▲ 0.4
移住・定住推進事業：▲５．３億円

国民スポーツ大会開催準備費：２．２億円増

高齢者応援券配付事業：２．０億円増

計 1,059.8 8.6 1,062.6 2.8 0.3

備考
令和７年度当初予算 令和８年度当初予算

※端数処理のため、数値が一致しない場合がある。

－ －2

令和８年度一般会計当初予算フレーム
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収入を増やす！

自主財源比率は４５．３％
宮崎県・県内９市トップクラス！

※ふるさと納税を含めた場合は５０．０％

－ －3

○ 市税の増加

市民税・固定資産税等

○ 堅調なふるさと納税

ふるさと納税が施策を後押し

収入を増やし、借金を減らしつつ、しかるべき分野に投資して

新たなステージ発展へ！

借金を減らす！
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【市債残高の推移】
750.3億円

628.2億円

市債残高の縮減
（▲１２２．１億円）

（年度）

健全な財政運営は引き続き堅持
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－ －4

令和８年度一般会計当初予算『スマイルシティ都城・新たなステージ発展予算』

自然減の抑制
新たな高齢者支援
歯周疾患検診
こけないからだづくり講座

社会増の促進
移住定住の推進
たかお保育所整備
保育人材の確保

社会減の抑制
まちなか居住の推進
企業巡見による地元就職促進
小中学生のキャリア教育

人口戦略 ～究極のインフラ整備～

Ｄ・Ｓ・ＰＲの更なる推進！

デジタル化の推進
   書かないワンストップ窓口の拡充

消防団活動支援システム整備

３つの宝を、より一層輝かす！

スポーツによる地域活性化
都城運動公園陸上競技場等の整備
スポーツキャンプ・合宿の誘致

対外的ＰＲの推進
ふるさと納税の推進
「道の駅」都城ＮｉＱＬＬ・スノーピーク都城キャンプ
フィールドの活用等による交流人口の拡大

農林畜産業の振興
農畜産業の振興
６次産業化による地域ブランドのＰＲ（都城メンチ等）
森林整備の促進

地の利の拡大
(仮称)国道２２２号牛ノ峠バイパス・(仮称)都城末吉道路
(仮称)高崎・山田スマートＩＣ
工業団地・基幹道路の整備

人間力あふれる子どもたちの育成
全小中学校体育館の空調整備

   学力・読書環境の向上に向けた取組

自然増の促進
３つの完全無料化
こどものあそびば整備
不妊治療費等の助成
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目玉プロジェクト ❶

※起債等の活用により、
一般財源は約１億円

１億２，３９６万円

２億６，７０５万円

こどものあそびば整備

○ 真夏や雨天時でも、子どもたちがのびのびと遊ぶことができる
『全天候型の屋内遊戯施設』の整備を推進

○ 大型の公設屋内型遊戯施設を整備するのは県内初！

－ －5

○ 子どもたちの学習・生活の場である『全小中学校体育館』に空調整備

○ 安心して学習・運動できる環境の向上

○ 多くの体育館は避難所としても使用するため、避難所環境の向上にも
大きく寄与

全小中学校体育館の空調整備

新たなステージで活躍する

  子どもたちへの投資   を推進！

【施設概要】
・遊戯スペース、乳幼児向け遊戯スペース
・多目的スペース、交流スペース
・屋根付き広場
・屋外あそびば 等

【Ｒ８年度事業】
・地質調査業務
・建築設計業務 等

県内初

【事業期間】
・Ｒ７～Ｒ１１

（予定）

【事業期間】
・Ｒ７～Ｒ１２

（予定）

【Ｒ８年度事業】

・工事 小学校７校・中学校３校
・設計 小学校７校・中学校３校

３億９，１０１万円

総事業費：約２９億円（見込）

※交付金等の活用により、
一般財源は約３億円

総事業費：約１８億円（見込）

体育館空調イメージ

外観イメージパース



SMILE CITY MIYAKONOJO    幸せ上々、みやこのじょう

２億３７５万円

補聴器購入費助成

リ・バース６０（耐震改修利子補給制度）が活用可能に

２，１９５万円

公園への健康器具設置

３億５，８３９万円

８５３万円

温泉券対象施設の拡充

９００万円

１億１，５１６万円

高齢者元気ハツラツ商品券 新規

新規

－ －6

全ての高齢者の健康寿命を延伸！

○ ７５歳以上の高齢者を対象に、市内店舗で利用できる商品券５千円分を配付！

○ 高齢者のウオーキング等で親しまれている早水公園に屋外健康器具を設置！

○ ６５歳以上の中等度難聴者に対し、補聴器購入費用を助成！
・補助限度額：４万円

○ 健康増進施設利用助成券（温泉券）の対象施設を拡充。市内の民間温泉施設等を追加！

新規

拡充

県内初

県内９市最大

【拡充内容】
・温泉施設 １０施設追加
・パークゴルフ場 ２施設追加

【現行】
・温泉施設 １０施設
・パークゴルフ場   ２施設

○ ６０歳以上の方が行う耐震改修工事を支援

○ リ・バース６０を活用できるよう要綱を改正

【合計】

・温泉施設 ２０施設

・パークゴルフ場 ４施設
＋

※リ・バース６０：住宅金融支援機構と提携する金融機関が提供する住宅ローン。機構が利子補給することで無利子または低利子で融資が実現

拡充

健康器具イメージ

目玉プロジェクト ❷

（住宅・建築物耐震改修事業の予算内）
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（令和７年度３月補正）

（令和７年度３月補正）

１０億４，４０８万円
（令和７年度１２月・３月補正）

○ 物価高の影響を強く受ける子育て世代を支援

○ 子ども一人当たり、国の物価高対応子育て応援手当２万円の給付に上乗せして、県の
物価高対策子育て応援手当上乗せ事業１万５千円を給付

物価高対応子育て応援手当 

８，４１０万円商工業者等の省エネルギー設備導入への支援

１億２，３１１万円住宅リフォームへの支援 

１７億８，５８３万円物価高騰支援券の交付
（令和７年度１２月補正）

Ⅰ 当面の課題への対応

－ －7

○ 全市民に対し、１人当たり１万円の物価高騰支援券を交付

○ 食料品等をはじめとした物価高騰の長期化に直面する市民の家計を支援

支援券のイメージ

○ 住宅リフォームによる経済活性化・家計支援を継続実施
 ・補助対象経費の１０％ 上限１０万円

○省エネルギー設備の導入により、事業継続・コスト削減に取り組む商工業者等を支援
・補助対象経費の１／２以内 上限１００万円

対象者
令和７年１２月１日時点で住民基本台帳に
登録されている市民

発行数 市民１人当たり１万円

交付方法 令和８年２月下旬から順次郵送により交付
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○ まちなか居住の推進
○ 企業巡見による地元就職促進
○ 小中学生のキャリア教育

○ ３つの完全無料化（第１子からの保育料・中学生までの医療費・妊産婦の健診費用）

○ こどものあそびば整備
○ こどもの居場所展開事業
○ お見合い事業（ＯＮＩＡＩ）
○ 妊娠前の健康管理支援事業
○ 不妊治療費等の助成
○ 乳児等のための支援給付

Ⅱ 新たなステージ発展に向けた未来への投資

－ －8

○ 人口戦略を『究極のインフラ整備』と 
 位置づけて対策を強化！

○ 子どもを生み育てやすい環境づくりや若者へ

の支援により『未来への投資』を推進！

自然増の促進～子育て世代・若者への支援～

社会減の抑制～定住の促進～
新規

○ 移住定住の推進
○ たかお保育所整備
○ 保育人材の確保
○ 奨学金返還支援

社会増の促進～移住支援・受け皿整備～

自然減の抑制～市民の健康増進～
○ 新たな高齢者支援
○ 歯周疾患検診
○ こけないからだづくり講座

新規

新規

まちの基盤である『人口』を維持！
人口戦略による推計人口グラフ

(人口 人)

(年)

本市独自推計

R5社人研推計

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

❶ 人口戦略 ～究極のインフラ整備～

新規

新規

新規
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1.00

1.02

1.11

1.03

1.06

0.98

1.02

1.06

1.10

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

市税 固定資産税

一石六鳥！

－ －9

❶ 人口維持❶ 地域活性化

❸ 雇用の創出

納税義務者

❸ 後継者確保

人手不足
の改善

後継者がＵターン

1.50 

1.43 

1.25 

1.36 

1.68 

1.16 
1.00

1.50

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

宮崎県 都城圏域

1.00 

1.01 

1.05 

1.00

1.05

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

人口戦略の主な効果

人口減少から人口維持へ

有効求人倍率

（Ｒ４）１．６８
（Ｒ７）１．１６

（R7）

５％増

事業承継
業務改善
（DX化等）

人口戦略(R5～)

◎中長期的効果◎短期的効果

❷ 出生数

人口戦略(R5～)

1,336 

1,203 

1,100 1,093 

1,000

1,400

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

出生数の下げ止まり

人口戦略(R5～)

参考：丸宮建設株式会社

160,722 

158,405 
157,554 

159,474 
159,027 

154,000

158,000

162,000

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7.4

人口戦略(R5～)

❷ 税収の増加
個人市民税
固定資産税

１１％増

人口戦略(R5～)

６％増

（R7）

R8.2月1日時点
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妊娠前の健康管理支援事業

１億２，３９６万円こどものあそびば整備【再掲Ｐ.５】

１５億５，９２２万円３つの完全無料化

自然増の促進 ～子育て世代・若者への支援～

10

○ 第１子からの保育料

○ 中学生までの医療費

○ 妊産婦の健康診査費用

－ －

県内初

５５１万円こどもの居場所展開事業

○ 新たなこどもの居場所を五十市地区公民館に設置

新規

８４７万円お見合い事業（ＯＮＩＡＩ）

○ 結婚を真摯に希望する独身男女を対象に安心できる出会いの場を提供

県内９市唯一

４９２万円新規

○ 妊娠の正しい知識の普及や将来の妊娠を見据えた検査費用の助成
○ 妊娠前の健康管理（プレコンセプションケア）を推進！

不妊治療費等の助成

○ 一般不妊治療・生殖補助医療・不育症治療の医療費、不妊検査費用を助成

○ 不妊治療等に必要な自己負担額を全額助成し自己負担ゼロへ！

県内トップクラス ２，１７５万円

５１６万円乳児等のための支援給付 新規

○ こども誰でも通園制度実施に伴う乳児等のための支援給付補助

県内初



SMILE CITY MIYAKONOJO    幸せ上々、みやこのじょう

産後ケア事業

・母子の心身のケア、
育児に対する支援

地域医療体制の充実

・全国トップクラスの周産期医療体制の維持

産前・産後サポート事業

・妊娠・出産への男性の理解促進
・育児相談、参加者の交流

子どもの生活・学習支援

・生活困難な状況にある子ども
たちの生活・学習面をサポート

家庭児童相談

・児童虐待防止

各種健診/予防接種

法人立児童福祉施設の整備補助

・認定こども園等の施設整備を支援

子育て支援センター

・５か所（ぷれぴか含む。）

こども発達センター「きらきら」

・発達障がいまたは、その疑いのある
未就学の子どもに関する相談、支援

家事・育児への支援

・妊婦等の支援

中学生以下の医療費の完全無料化

不妊治療費等の全額助成

・一般不妊治療医療、不妊検査費
生殖補助医療、不育症治療の助成

妊娠・出産包括支援事業

・母子保健コーディネーターの配置

出会い創出事業

・婚活イベントなど

若者交流促進事業

・若者交流のための
セミナー、イベント

出産・子育て応援事業

・伴走型支援：妊娠届時に面談等実施
・経済定期支援：妊娠届出時に５万円

出産後に５万円

妊産婦の健康診査費用の完全無料化

ファミリーサポートセンター

・預かり利用料：300円

・送迎利用料：300円
※自治公民館加入者は無料

切れ目ない重層的な子ども・子育て支援

未婚 結婚 妊娠 出産 乳幼児 小中学校

保育料の完全無料化

一時預かり事業

延長保育事業

・時間を超えての預かり

放課後児童クラブ

・８１か所（法人立７６/直営５）

児童発達支援の完全無料化

－ －11

病児・病後児保育

・病児保育３か所/病後児保育１か所
・病児・病後児保育の実質無料化

妊娠前の健康管理支援事業

・セミナー実施
・将来の妊娠を見据えた検査の助成

乳児相談

・身長、体重測定
・育児相談

新規

３つの完全無料化

子育て短期支援事業

・レスパイトケアや子育ての悩み相談

こどものあそびば整備

お見合い事業（ONIAI）

・安心できる出会いの場の提供

こどもの居場所展開事業

・新たなこどもの居場所を
五十市地区公民館に設置

新規

たかお保育所整備事業 新規

乳児等のための支援給付 新規
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たかお保育所整備

２，６９８万円

３億５，８３９万円新規

８，０４８万円

９億３，５６０万円移住定住の推進

こけないからだづくり講座

歯周疾患検診

新たな高齢者支援【再掲Ｐ.６】

５５８万円

12－ －

自然減の抑制 ～市民の健康増進～

○ 歯周病の早期発見・予防により、生涯にわたって体の健康を維持

○ 高齢者元気ハツラツ商品券 ○ 温泉券対象施設の拡充 ○ 補聴器購入費助成
○ 公園への健康器具設置 ○ リ・バース６０（耐震改修利子補給制度）を活用可能に要綱改正

新規

社会増の促進 ～移住支援・受け皿整備～

○ 移住応援給付金等による移住の後押し

○ 移住後の相談受付や雇用・就労支援等
による定住を推進

1 5 13 34 108 
113 204 

330 362 
435 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

移住者数の推移（単位：人）

（年度）

3,710

(R8.1末)

1,221
2,256

新規

○ 多様な保育ニーズに対応するため、たかお保育所を建替え

参考：やまのくち保育所

県内初 県内９市最大

○ Ｒ８年１月末時点で２７８講座を開設！
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保育人材の確保

１，０１５万円奨学金返還支援

６，９２１万円

－ －13

○ 奨学金返還金の最大１２０万円※を支援（補助率：最大１／２・年間上限：１２万円）
※総額２４０万円の貸与を受けた４年生大卒の人が、毎年２４万円ずつを返還する場合、

１２万円（上限）×１０年間（返還期間）＝１２０万円を支援

社会減の抑制 ～定住の促進～

まちなか居住の推進【再掲Ｐ.２４】 １億８，０１２万円

１６０万円企業巡見による地元就職促進

○ 高校生・高等教育機関の学生・保護者・教職員が地元企業を巡見することで、地
元就職を促進

【ゼロ予算】小中学生のキャリア教育

○ 地元企業のゲストティーチャーを小中学校に派遣し「地元で働く」意識を醸成

○ 保育人材を確保するため、就職支援金・継続支援金を支給

県内トップクラス

県内トップクラス

１年経過

10万

最大

50万

２年経過

10万
3年経過

10万
就職時

20万

給付金支給の例
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➋ Ｄ・Ｓ・ＰＲの更なる推進！ ～デジタル化の推進～

デジタル化の恩恵を

市民の皆さんへ！

令和８年度当初予算 デジタル化関連予算
（一般会計・特別会計・企業会計）

１７９事業 １１億６，８６５万円
（うち新規：１６事業 １億４２万円）

８９．４％
人口１０万人以上の
市区で全国１位

マイナンバーカード保有枚数率
（令和８年１月末）

－ －14

【デジタル化関連事業数の推移】

（年度）

組 織

人 材

予 算

・ 市長のＣＤＯ（最高デジタル責任者）・ＣＡＩＯ（最高ＡＩ責任者）就任
・ 部局長級で組織するデジタル統括本部を設置
・ 企画部門にデジタル統括課を設置

・ 外部人材としてＤＸアドバイザー・ＣＡＩＯ補佐官を配置
・ 総務省・デジタル庁アドバイザーの輩出
・ 各部局にデジタル化推進担当を配置

・予算を重点配分

・事業数を更に拡充

“組織・人材・予算”を確保し、デジタル化を強力に推進！

7 15
36

77

107

142

168
179

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

区 分
事業数

（うち新規）
予算額

市民サービス

自治体経営

地域社会

91(10)

33(1)

55(5)

6億   478万円

3億5,095万円

2億1,292万円
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消防団活動支援システム整備

園見学予約システム導入

新規

新規処分通知オンライン化

書かないワンストップ窓口

５３万円

３９６万円

５３万円

３，６５９万円

－ －15

システムイメージ

○ 転入・転居等の手続時における書類記入を省力化
・各総合支所（Ｒ８．２～）

・各地区市民センターに拡充（Ｒ８年度中）

○ 許可証等の行政手続がオンラインで完結できるよう、市の通知文書に電子署名を
入れ、オンラインで交付

○ 消防団活動支援システムを導入。出動指令の一斉送信や、地図上で災害現場での
動態管理・水利情報等を可視化！消防団員のスムーズな活動をサポート！

○ ＷＥＢ上で保育園等の見学予約・空き情報の確認・入園申込が可能

新規

書かないワンストップ窓口

拡充

リモート窓口運用 ８３万円

○ 総合支所や市民センターに設置した専用の端末で、本庁とオンラインで繋ぐこと
により、総合支所や市民センターでできなかった手続や相談が可能に

リモート窓口

書かないワンストップ窓口をリモー
ト窓口の活用により補完するハイブ
リッド型の取組は県内初！
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○ プロスポーツキャンプ・国際スポーツ大会・大規模イベントなど、選手等が宿泊する施設
の新設や既存宿泊施設の宿泊定員数の拡充を支援

・新設：上限４億円（県１／２、市１／２） ・拡充：上限１億円（県１／２、市１／２）

５億円

２億２，１９７万円

➋ Ｄ・Ｓ・ＰＲの更なる推進！ ～スポーツによる地域活性化～

16－ －

○ 千葉ロッテマリーンズ・読売ジャイアンツ・Ｊリーグチームの継続したキャンプ
誘致及び受入れ環境の更なる充実

１億７，１１４万円スポーツランド都城推進事業

４，８０６万円都城運動公園陸上競技場等の整備

○ 都城運動公園陸上競技場インフィールド芝養生やテニスコートスタンドパーゴラ
を整備

（令和７年度３月補正を含む）

山田運動公園野球場・駐車場の整備

○ 野球場のダグアウト等を改修するとともに、不足する駐車場を整備

拡充

２００万円キャンプツアー造成事業

○ 千葉ロッテマリーンズキャンプ期間中にファンを対象にした
 モニターツアーを実施

新規

宿泊施設立地促進等支援 新規

（債務負担）
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17－ －

国民スポーツ大会リハーサル大会 ２億６，４２６万円

○ 本市で開催される競技の準備を進めるとともに、
 本大会に向けて気運を醸成

【リハ大会日程】

・ソフトテニス Ｒ８年８月１日～２日
・陸上競技 ８月２１日～２３日

・バレーボール Ｒ９年２月１３日～１４日
・バスケットボール ２月１９日～２１日

２５０万円市民総スポーツ計画推進事業

○ 市民の誰もがスポーツに参加できるイベントを実施！

○ スポーツの大切さの再認識とスポーツ意欲を再燃させる
 フォローアップを実施！

新規

バレーボールイメージ開会式イメージ

スポーツ体験イメージ健康講座イメージ

８０万円ドリーム・ベースボール

○ 元プロ野球選手による指導者クリニックや実技指導を実施！

・野球指導者クリニック
・少年少女ふれあい野球教室
・ドリーム・ゲーム（ドリームチームと開催地選抜チームとの真剣勝負） 等

新規
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４，９４１万円

２億３，９７９万円ミートツーリズム

５６億３，３９３万円ふるさと納税の推進

➋ Ｄ・Ｓ・ＰＲの更なる推進！ ～対外的ＰＲの推進～

○ これまでに５度日本一となったふるさと納税

○ 「肉と焼酎のふるさと・都城」の対外的なＰＲと
 地場産業の更なる振興

○ 寄附目的に「農林畜産支援」を新たに追加！

－ －18

※ふるさと納税の活用事業はＰ.３１参照

○本物の「肉と焼酎」に出会う「ミートツーリズム」を推進

観光交流拠点「スノーピーク都城キャンプフィールド」

○ 関之尾滝のライトアップやイベント等、
 地元と連携した “にぎわい” の創出

１億４，０９０万円物産振興拠点「道の駅」都城ＮｉＱＬＬ

○ 極上和牛と焼酎マルシェｉｎＮｉＱＬＬや
 イルミネーションをはじめ、イベントの
通年開催により “にぎわい” を創出

20,1

51,174.7
95.6

106.4

/13,0
146.0 

/73,7/71,6
176.4

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
（年度）

…寄附額日本一 !

ふるさと納税寄附金額の推移

オープンから２年９か月で
来場者３８７万人達成！

リニューアルから１年９か月で
来場者５６万人達成！
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➌ ３つの宝を、より一層輝かす！

農林畜産業の振興

－ －19

５，３５２万円農畜産業の振興

○ 全国和牛能力共進会対策

○ 肉用牛担い手農家支援

○ 酪農対策事業
・優良次世代乳用牛確保のため、性判別精液購入費用を一部補助
 ・乳量・乳質の低下防止等のため、畜舎の暑熱対策経費を一部補助

○ 養豚生産性向上対策

○ 鳥インフルエンザ等防疫対策

５，６３４万円６次産業化による地域ブランドのＰＲ

○ 「都城メンチ」プロジェクト

○ 新たな６次化商品の開発や販路開拓への支援

４，８６６万円森林整備の促進

○ 再造林率向上に対する支援

新規
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社会貢献型都城産農畜産物活用モデル事業 １，５２０万円

－ －20

２，８６７万円農地確保推進事業

○ 農地総量確保に向けた取り組みを推進！

     ・農地を減らさないための組織・担い手支援
     ・集約・大区画化等を進め、経営効率化を支援

  ・スマート農業機器導入を支援

６５０万円早成桐活用実証事業

○ ５年で樹高１５～１８ｍに成長する桐の実証事業

○ 遊休農地対策等の可能性を検証！

新規

○ 都城産の農畜産物を、規格や相場に左右されない適正価格で
買い取り、市内のこども食堂等に寄贈

   ○ ふるさと納税を活用したクラウドファンディングも想定

新規

１，３８８万円

有害鳥獣捕獲特別対策事業

○ 有害鳥獣捕獲班（猟友会）が行う捕獲に対して助成を拡充！

○ 緊急出動への手当を創設！

拡充

新規

県内トップクラス

県内初

伐採後３～６か月で切株から萌芽！
ＣＯ２吸収能力は杉の５倍！

ハードルが高い国・県事業の対象外
の部分（小規模集約等）をフォロー

そうせいぎり
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１，３７２万円

２１億１１７万円

（仮称）国道２２２号牛ノ峠バイパス・（仮称）都城末吉道路 １９１万円

牛ノ峠バイパス・都城末吉道路・
曽於志布志道路位置図（イメージ）

都城末吉
道路

曽於志布志
道路

都城志布志
道路

牛ノ峠
バイパス

１億２１２万円

（仮称）高崎・山田スマートＩＣ整備事業

基幹道路の整備

－ －21

地の利の拡大

○ 本市と日南市を結ぶ（仮称）国道２２２号牛ノ峠バイパス

○ 都城志布志道路と東九州自動車道に接続する（仮称）都城末吉道路・
 （仮称）曽於志布志道路で構成する無限大ルート

○ 事業再開・早期事業化に向けた建設促進大会を開催

○ 甲斐元通線（五十市工区）
・ Ｒ１６年度完成予定

○ 須田木軍神原線 諏訪神社線 栄・年見３２７号線 新規新規

○ 更なる地の利の拡大による地域活性化や産業振興を図るため、都城ＩＣ～高原
ＩＣ間におけるスマートＩＣの整備に向けた調査検討

新規

工業団地の整備

○ 都城インター工業団地整備（高木北地区）
・ １工区：Ｒ９分譲予定、２工区：Ｒ１０分譲予定、３工区：Ｒ１１分譲予定

○ 梅北インター工業団地整備
・ Ｒ８年度分譲予定

○ 新工業団地整備
・  堅調な企業立地を踏まえ、新たな工業団地の整備に着手

新規

参考：工業団地イメージ
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学校給食費（中学生）の据え置き【実質値下げ】

学校給食費（小学生）の無償化

－ －22

全小中学校体育館の空調整備【再掲Ｐ.５】

５億３，０１３万円

６，７４５万円小中学校のトイレ洋式化の推進

２億６，７０５万円

人間力あふれる子どもたちの育成

○ Ｒ１１年度までにトイレ洋式化率７０％以上を目指し、
洋式トイレを設置！

○ 国の方針を踏まえ、小学生の学校給食を無償化

○ 国の支援基準額（５,２００円）を超える食材費は市が支援（補正予算対応）

○ 中学生の学校給食の食材費の物価上昇相当額を支援

新規

６，８５４万円

６，６４９万円デジタル技術の活用による学力向上対策

 ○ 全小中学生でＡＩドリルを活用した学習の実施

現在の給食費（年額）

【据置き額】
物価高騰分を加えた

給食費（年額）

市負担額（年額）

【実質値下げ】

４９，５００円 ６３，８００円 １４，３００円
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－ －23

１７６万円こどもフィロソフィ

○ こどもたちの「目指したい姿」「目標とする指針」を示す「こどもフィロソフィ」
を策定

   ○ こどもフィロソフィ手帳を小学校の卒業記念品として贈呈

学びの多様化学校（あやめ野中学校） ７，６５１万円

 ○ 不登校生徒の新たな学びの場として、学びの多様化学校（中学校）を
Ｒ８年４月に開校

２億９３５万円ＡＬＴ・図書館サポーターの配置

○ 中学校ＡＬＴを２人増やし、語学力の向上・国際感覚を醸成

○ 全ての小中学校に図書館サポーターを配置し、読書に親しむ環境づくりを支援

拡充

県内初

全国初

新規

参考：フィロソフィ手帳

多目的ルームイメージ

大学構内への設置は

あやめ野中学校
（南九州大学都城キャンパス・ひばり館内）

教室イメージ
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中心市街地のリノベーション・
魅力アップ

２億４，６３０万円

１億８，０１２万円まちなか居住の推進

➊ 重要施策の推進！

中心市街地の活性化

－ －24

○ 中心市街地の低未利用地活用や建物のリノベーション等で居住機能を集積し、
 にぎわいのある “歩きたくなるまちなか” を形成

○ 中心市街地再生プラン事業

・ 空き店舗のリノベーションを支援し新規出店を促進

○ まちなか活性化プラン事業

・ 中核施設Ｍａｌｌｍａｌｌを中心に、まちなかイルミネーションの実施や
 事業者・団体等によるイベント開催を支援し “にぎわい” を創出

・ 学生による “にぎわい創出活動” を支援対象に拡充！

拡充

Ⅲ その他重点分野の推進
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高城総合支所・高城図書館の整備（複合化）

１８３万円地域コミュニティ推進事業

自治公民館活動支援

１３億２，５５３万円地区公民館・地区体育館の整備

５億９，６３１万円

地域の活性化

－ －25

祝吉地区体育館
完成イメージ

○ 地域コミュニティ在り方検討会の開催
・ 学識経験者や地域住民の代表者で構成する在り方検討会を開催
・ 地域コミュニティの持続可能な在り方と組織運営を検討

○ 小松原地区公民館・体育館の整備（複合化）
・ Ｒ９年度完成予定

○ 祝吉地区体育館の整備
・ Ｒ８年度完成予定

完成イメージ  

小松原地区体育館
完成イメージ

検討会の様子

○ 防犯灯設置・運営への支援
・ 自治公民館等が設置している防犯灯のＬＥＤ化に対する補助
・ 電気代・電球交換の負担軽減を図り、公民館運営を支援

○ 建物・備品・エアコン等整備への支援

７，７８６万円

○ 高城生涯学習センターを高城総合支所複合施設としてリニューアル
   ・ Ｒ１１年度完成予定

防犯灯
LED改修

補助限度額２万円（１灯）補助率２／３

建物改修等 補助限度額６００万円 補助率１／２

備品 補助限度額３０万円 補助率１／４

エアコン 補助限度額１５０万円 補助率２／３
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１，４８４万円

生活道路舗装メンテナンス １億４，０００万円

上長飯霊地公園整備

通学路表示板設置

３０１万円

１億５，０００万円地域活性化事業

２億６，７５５万円たちばな天文台のリニューアル

➋ 市民サービスの更なる向上！

－ －26

基金取崩し

 

 

地域振興基金

＜４年分をまとめて積立＞
市内全１５地区
×1,000万円

まち協・地域住民等
・地域の課題

・地域の活性化策 ờỉṌờểỂ
 

○ 「日本一星空の美しい街」に７回選出された高崎地区の
 シンボル的施設「たちばな天文台」をリニューアル

・Ｒ８年１１月完成予定

○ 望遠鏡の更新やモバイルプラネタリウムを導入するなど、
 宇宙や星空の魅力をより身近に！

○ 地域に権限・財源を移譲。各地区に４年間で１，０００万円（上限）

○ 地域住民が地域の課題解決や活性化につなげる事業を提案・実施

（令和７年度～１０年度総額）

○ 更なる需要に応えるべく、合葬墓の２号基の建設に着手

新規

参考：合葬墓１号基（外観）

たちばな天文台完成イメージ

県内唯一

○ 市民生活に密着した生活道路の舗装整備予算を増額し、道路整備を実施

３倍に増額
予算を

○ こどもたちが安全に通学できるよう、通学路に表示板を設置！

拡充

新規

常に開設する天文台は

補修後

補修前
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５，０５４万円

民生委員・児童委員活動費交付金

志和池最終処分場第２期埋立地利用対策

中郷地区消防団防災施設整備

旧都城市民会館跡地活用事業複合施設整備

８，３８０万円

１億５，０００万円公共施設ＬＥＤ化

２，８６０万円

９，８００万円スフィア基準に基づく災害備蓄整備

➌ その他の特色ある事業

－ －27

○ 安久町に消防団拠点施設と防災倉庫を整備

○ 市役所本庁舎周辺にある公共施設の集約等を見据えた、
複合施設の整備に向けた計画を作成

○ 省エネ効果の高い施設や高天井でランプ交換コストが高い
施設を優先的にＬＥＤ化

○ スフィア基準に基づき、避難所の生活環境の向上を図るために
備蓄品等を整備！

新規

新規

新規

消防団拠点施設イメージ

LED化イメージ

旧市民会館跡地

自動ラップ式トイレ

２億２，６００万円

○ 最終処分場の跡地利用としてパークゴルフ場等を整備

※スフィア基準：長期避難生活が予想される場合に
災害関連死を防ぐ国際基準

○ 民生委員・児童委員の活動を支援するため、活動費交付金を増額

拡充 県内９市トップ
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５，１９６万円中小企業の振興

２，３６７万円

都城島津邸特別展「島津発祥1000年記念」展（仮）

１，６００万円

美術館特別展「画家 岸田劉生の軌跡」展（仮）

３，０００万円

美術館特別展「鈴木のりたけ  大原画」展（仮）

○ 事業承継マッチング支援

○ 職業訓練センター整備

－ －28

○ 開催期間：Ｒ８年１０月２４日（土）～１２月６日（日）

○ 開催期間：Ｒ８年１０月１０日（土）～１１月２３日（月）

きしだ りゅうせい

・ 老朽化した職業訓練センターの建て替えのための基本計画・基本設計を実施

新規

・ 事業承継のマッチングプラットフォームを開設
・ 譲り手の掘り起こしや継ぎ手とのマッチングを支援

○ 開催期間：Ｒ８年７月７日（火）～８月１６日（日）

新規

新規

新規

新規 「童女図(麗子立像）」1923年
神奈川県立近代美術館所蔵

県内初

南九州初
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８，２３０万円新市誕生２０周年記念事業の開催

－ －29

○ Ｒ８年１月１日、新都城市が誕生して２０周年！

○ Ｒ６年１２月からＲ８年１２月にかけて、様々な記念事業を実施

４月～６月

○ 歴史資料館特別展（１月～５月）

○ ドリーム・ベースボール（５月）

○ スペシャル歌まねライブin都城（６月）

７月～９月

○ NHK夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操（８月）

○ 鈴木のりたけ大原画展（７月～８月）

１０月～１２月

○ 九州交響楽団 with 廣津留すみれ（１０月）

○ 肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会（１０月）

○ 島津発祥１０００年記念展（１０月～１１月）

○ ファミリーコンサート（１１月）

※詳細は、記者会見資料№３「特色のある主な事業」を参照

【令和８年度記念事業】

九州交響楽団

大曲（おおまがり）の花火

島津発祥1000年記念展
浅野温子 よみ語り

肉と焼酎のふるさと・みやこんじょ花火大会
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【参考】 ふるさと納税の活用の仕組みと寄附金額の推移

－ －30

寄附目的 寄附金額
当初予算における活用予定

事業数 活用額

子ども支援 101億 203万円 79事業 80.0億円

まちづくり支援 8億3,519万円 12事業 7.0億円

環境支援 11億6,553万円 17事業 9.0億円

スポーツ・文化振興支援 6億 652万円 15事業 5.0億円

長寿支援 5億 219万円 11事業 4.0億円

災害対策支援 8億   12万円 27事業 6.0億円

人口減少対策支援 5億1,918万円 13事業 4.0億円

指定なし（市長におまかせ） 57億   415万円 92事業 45.0億円

合 計 202億3,491万円 266事業 160.0億円

■ 平成２７～令和６年度までの推移（単位：億円）

■ 令和７年度寄附金額（４月～１２月） ２０２．３億円

※残りの４２．３億円は、今後の補正予算で活用予定

寄

附

者

《寄附目的》
○子ども支援
○まちづくり支援
○環境支援
○スポーツ・文化振興支援
○長寿支援
○災害対策支援
○人口減少対策支援
●指定なし（市長におまかせ）

○目的指定あり

●目的指定なし

寄附目的に沿った
事業に活用

各種事業に活用

基金に積立て
（将来の事業に活用）

42.3

73.3 74.7

95.6
106.4

135.2

146.0 

195.9
193.8

176.4

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 （年度）

…寄附額日本一 ！

活用の仕組み

これまでの寄附額の推移

※令和８年度から寄付目的に
「農林畜産支援」を追加！
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－ －31

○ ３つの完全無料化

・ 第１子からの保育料

・ 中学生までの医療費

・ 妊産婦の健康診査費用
○ こどもの居場所展開事業

○ 妊娠前の健康管理支援事業

○ 不妊治療費等の助成

○ 乳児等のための支援給付

○ たかお保育所整備

○ 小中学校のトイレ洋式化の推進

○ ＡＬＴ・図書館サポーターの配置

○ まちなか居住の推進

○ 地域コミュティ在り方検討会の開催

○ 中山間地域等への出店支援

ἧ

ṑ

○ 志和池最終処分場第２期埋立地利用対策事業

○ カーボンニュートラル推進事業

○ 都城運動公園陸上競技場等の整備

○ 美術館・都城島津邸 特別展

ӓ

○ 歯周疾患検診

○ こけないからだづくり講座

ᾎ

○ スフィア基準に基づく災害備蓄整備

○ 常備消防施設整備事業

ὡᾍ

○ 奨学金返還支援

○ 企業巡見による地元就職促進

˲֥ ᾜᾍ

○ こどものあそびば整備

○ 全小中学校体育館の空調整備

○ 新たな高齢者支援
○ 移住定住推進事業

ὑ ⁸

ふるさと納税を活用する主な事業（予定）

新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規
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